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(1)　04
3x -2 2x +3x 1-6 -02

2x +3x 1-5

　　=4 3x -2 2x +3x-6-2 2x -3x+5

　　=4 3x +0-2 1-2 2x +0 13-3 x+0-6 1+5

　　=4 3x -4 2x -1

(2)　0 1-5 3x y % 2
0 1

3xy =0 1-5 % 3x %y% 2x % %3 2y =0 1-5 % +3 2x % +1 6y =-5 5x 7y

(3)　0
2x 1+4 0x 1+2 0x 1-2 =0

2x 1+4 %0x 1+2 0x 1-2

                                            =0
2x 1+4 0

2x 1-4

                                            = 2
0 1

2x - 24

                                            = 4x -16

(4)　6 2x -5xy-4 2y =02x 1+y 0 13x-4y

2　　　      y     3y

3　　　-4y -8y

6　　　-4 2y 　      -5y

(5)　0.5=0.555……

　　x=0.5 とすると　　x=0.555……　　　･･･①

　  10x=5.555……
x=0.555……

9x=5

-）

　　　　　　　　　　 10x=5.555……　　　･･･②

　　②－① から　 10x-x=5

　　すなわち　　　　   9x=5

　　したがって　　　　 x=
5

9

(6)　U32 -2U 18 =U %24 2 -2U %23 2 =4U2 -2%3U 2 =4U2 -6U2

　　　　  =04 1-6 U 2 =-2U 2

(7)　 U2

3+U5
= U2 0 13-U5

0 13+U5 0 13-U5
=

-%U2 3 %U2 U5

-23 2
0 1U5

　　　　　　　=
3U2 -U10

-9 5
=

-3U2 U10

4

(8)　左辺を展開して　　4x-2<7x+4

　　移項すると　　      4x-7x<4+2

　　整理すると　　          -3x<6

　　両辺を -3 で割って　　x>-2

(9)　 x-5 <7 から　　-7<x-5<7

　　各辺に 5 を足して　  -2<x<12

(10)　A2B=6 71，2，3，4，6

(11)　対偶は　「x<1  ならば  x)2」

(12)　｢ 2x =9 = x 3｣ は偽（反例:x=-3），｢ =x 3 = 2x 9｣ は真

　　よって　　必要条件であるが十分条件ではない　　（ｱ）

２

(1)　f 0 14 = 24 -3･4+5=9

(2)　グラフは "図# 。頂点は  点 0-2， 1-1

(3)　2 2x -4x+5=20
2x 1-2x +5

　　　　　　　 =26
2

0 1-x 1 7- 21 +5

　　　　　　　 =2 2
0 1-x 1 -2･ 21 +5=2 2

0 1-x 1 +3

(4)　グラフは "図# の実線部分である。

　　よって，y は x=1 で最小値 －5 をとる。

(5)　直線 x=1 を軸とするから，求める 2 次関数は y=a 2
0 1-x 1 +q とおける。

　　このグラフが 2 点 (0，5)，(3，11) を通るから　　5=a+q，  11=4a+q

　　これを解いて　　a=2，q=3

　　よって，求める 2 次関数は　　y=2 2
0 1-x 1 +3　　(または　y=2 2x -4x+5)

(6)　共有点の x 座標は，2 次方程式 2x -3x-2=0 の解である。

　　 2x -3x-2=0 を解くと

　　　　　x=
$-0 1-3 U -2

0 1-3 ･･4 1 0 1-2

･2 1
=
$3 U 17

2

　　よって，共有点の座標は　　8 9
3-U 17

2
，0 ，8 9

3+U 17

2
，0

(7)　2 次関数 y=3 2x -4x+2 の係数について

　　　　　D= 2
0 1-4 -4･3･2=-8<0

　　よって，共有点の個数は　0 個

(8)　 2x -x-6=0 を解くと　　x=-2，3

　　よって， 2x -x-6>0 の解は　　x<-2，3<x

　　t　 2x -3x-18>0 から　　0x 1+2 0x 1-3 >0　　　よって　　x<-2，3<x

(2)
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O x

(4) y

xO-3-2

-5

1

4
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(8)

x-2 3

３

(1)　sin 30,=
1

2

(2)　 2sin h + 2cos h =1 から　　 2cos h =1- 2sin h =1-
2

8 9
U5

3
=

4

9

　　h は鈍角であることより　　cosh<0 であるから

　　　　　cosh =-]
4

9
=-

2

3

(3)　A=180,-060, 1+75, =45,

　　正弦定理により　　
12

sin 45,
=

b

sin 60,

　　よって　　　b=12･sin60, ･
1

sin45,
=12･

U3

2
･U 2 =6U6

(4)　余弦定理により

　　 2a = 2b + 2c -2bccosA= 24 + 26 -2･4･6cos60,

　　　　　　　　　　　　   =16+36-2･4･6･
1

2
=28

　　a>0 であるから　　a=U 28 =2U 7

(5)　S=
1

2
absinC=

1

2
･6･4sin 60,=

1

2
･6･4･

U3

2
=6U 3

４

(1)　このデータの平均値は

　　　　　
1

5 069+73+52+91 1+42 =
1

9
%327=65.4  (点)

(2)　このデータを小さい順に並べると

　　　　　　460，478，480，490，498，500

　　このデータの中央値は　　
1

2 0480 1+490 =
1

2
%970=485  (円)

(3)　中央値が 60 点未満であるから，半数以上の生徒が 60 点未満である。よって，(ｱ) は

　　正しい。

　　最小値が 30 点台であるから，30 点台の生徒はいる。よって，(ｲ) は正しくない。

　　第 1 四分位数が 40 点台であるから，40 点以上の生徒は全体の 4 分の 3 の 30 人以上

　　はいる。よって，(ｳ) は正しい。

　　以上から，正しいものは　　(ｱ)，(ｳ)

(4)　このデータの平均値は　　　
1

5 08+1+5+9 1+2 =
1

5
%25=5

　　よって、このデータの分散 2s  は

　　　　　 2s =
1

5 6
2

0 1-8 5 + 2
0 1-1 5 + 2

0 1-5 5 + 2
0 1-9 5 7+ 2

0 1-2 5

　　　　　　=
1

5 09+16+0+16 1+9 =
1

5
%50=10

(5)　散布図から，x と y の間に強い正の相関があるから　(ｴ)

５

(1)　360 を素因数分解すると　　360= 32 ･ 23 ･5

　　360 の正の約数は， 32 ， 23 ，5 のそれぞれの正の約数の積で表される。

　　 32  の正の約数は，1，2， 22 ， 32  の  4 個　　　 23  の正の約数は，1，3， 23  の  3 個

　　5 の正の約数は，1，5 の  2 個

　　よって，360 の正の約数の個数は　　4%3%2=24  (個)

(2)　男女が交互に並んでいる並び方は　男女男女男女男　となっている場合である。

　　そのときの　　男子 4 人の並び方は　4! 通り　　女子 3 人の並び方は　3! 通り

　　よって，求める並び方は　　4!%3! =4･3･2･1%3･2･1=144  (通り) 

(3)　特定の男子 1 人を先に選んでおき，残りの 9 人から 4 人を選べばよい。

　　よって，求める選び方の総数は　　 49C =
･･･9 8 7 6

･･･4 3 2 1
=126  (通り)

(4)　3 の倍数は　3，6

　　よって，さいころを 1 回投げるとき，3 の倍数の目が出る確率は　
2

6
=

1

3

　したがって，求める確率は　　 35C
3

8 9
1

3

-5 3

8 9-1
1

3
=10%

3

8 9
1

3
%

2

8 9
2

3
=

40

243

(5)　1回目，2 回目は赤玉が出て，3回目に白玉が出ればよいから，求める確率は

　　　　　
7

10
%

6

9
%

3

8
=

7

40
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